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～大規模自然災害が発生した際の避難行動をサポート～ 

スマートフォン向け無料アプリ「スマ保 災害時ナビ」 

「ハザードマップ表示機能」と「防災情報翻訳機能」を追加 
 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループの三井住友海上火災保険株式会社（社長：原 典之）は、 

今般、大規模自然災害が発生した際の避難行動をサポートする無料スマートフォンアプリ 

「スマ保 災害時ナビ」（以下「災害時ナビ」）に、「ハザードマップ表示機能」と「防災情報翻訳機能」

を追加しました。 

今回の新機能追加により、安心・安全な避難行動のサポートだけでなく、日本に滞在している外国人

の皆さまにも迅速かつ正確な災害・防災情報の提供が可能となりました。 

三井住友海上は、今後もお客さまに信頼され選ばれる保険会社を目指し、防災・減災に向けた 

取り組みや、お客さまのニーズに応える商品・サービスの提供に努めていきます。 

 

１．新たに追加した機能の概要 

（１）ハザードマップ表示 

「地図で探す」の現在地周辺地図に表示される「ハザードマップ」を押下すると､避難所情報に 

加え、ハザードマップも地図上に重ねて表示されます。本機能の追加により、避難所を探す際に

危険区域の確認ができるため、より安心・安全な避難行動のサポートが可能となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）防災情報の翻訳 

スマートフォン端末の設定言語を日本語以外にした場合、日本語で配信される防災情報※1 の画面

上に表示される翻訳ボタンを押下すると、防災情報が対応した言語に翻訳※２されます。 
※１ 官公庁や自治体等がＬアラート○Ｒを通じて発信する、現在地周辺の避難勧告等の防災関連や気象関連の情報。 

      迅速性、正確性の観点から日本語で配信。 

※２ 設定言語が英語、中国語（簡体字、繁体字）、韓国語の場合は各言語、そのほかの言語の場合は英語に翻訳 

されます。なお、プッシュ通知機能の制限のため、プッシュ通知は日本語で配信される防災情報の冒頭部分 

が表示されます。 

 

３種類のハザードマップから

表示したいマップを選択する 
危険区域が色別に表示される 地図画面上の「ハザードマップ」

を押下 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．開発の背景 

（１）ハザードマップ表示 

昨今、大規模自然災害が想定される場合には、自治体ホームページ掲載のハザードマップを確認の

うえ、避難行動をするよう注意喚起が行われています。当社はこうした状況を踏まえ、いつでも 

簡単にハザードマップの確認ができるよう、現在地周辺の避難所情報が表示される地図上に、 

ハザードマップを表示する機能を追加しました。 

 

（２）防災情報の翻訳 

政府によるビザ発給要件の緩和や航空路線の拡充等を背景に、訪日外国人旅行者数は年々増加し、

２０１８年には過去最高の３，１１９万人を記録しました。今後、政府は、東京オリンピック・ 

パラリンピックが開催される２０２０年に４，０００万人の目標を掲げており、ますます 

訪日外国人旅行者数の増加が予想されます。 

一方で、近年の自然災害発生時には、訪日外国人旅行者や日本に在住する外国人への災害・防災 

情報の提供が課題として残りました。当社は、災害時における外国人への情報提供ニーズの高まり

を受け、防災情報を翻訳する機能を追加し、より多くのお客さまが正確な防災情報を確認できるよ

うにしました。 

 

３．今後の展開 

本サービスをより多くの方にご利用いただくために、自治体の防災対策等への活用提案や、 

訪日外国人をお客さまに持つ企業等との連携を進めていきます。 

 

以 上 

添付別紙 ： 「災害時ナビ」の概要 
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添付別紙 

 

「災害時ナビ」の概要 
 

「災害時ナビ」は、スマートフォンのＧＰＳ機能を活用した現在地周辺の災害・防災に関する情報の 

案内や、地図上での避難所等の表示だけでなく、カメラ機能で避難所等の方向を風景画像に表示して、

より確実な避難行動をサポートするアプリです。 

また、英語、中国語（簡体字、繁体字）、韓国語に対応した多言語サービスとして、自治体や訪日外国人

旅行者などの利用者からご好評をいただいています。 

 

 

１．アプリの概要 

提供開始 
２０１３年８月 

（新機能追加は、２０１９年１２月中旬から） 

対応言語 日本語、英語、中国語（簡体字、繁体字）、韓国語 

対象ＯＳ 
アンドロイド（Android：4.1 以上） 

iPhone（iOS：8.0 以上） 

対象者 当社のご契約者に限らずどなたでもご利用可能 

利用料 無料 

 

２．主な機能 

（１）地図やカメラによる避難所ガイド 

   ①地図による避難所ガイド＜地図で探す＞ 

「地図で探す」ボタンを押すとスマートフォンのＧＰＳ機能を使って現在地情報を取得し、 

周辺の避難所等を表示します。避難所等の標高や住所等の詳細情報、現在地から避難所等まで

のルートも表示します。 
    ※災害時ナビで表示する避難所等までのルートは、原則最短距離を表示します。ハザードマップは考慮していな

いため、実際の避難の際はハザードマップや最新の防災情報を参考に避難してください。 
    

②カメラ機能による避難所表示＜カメラで探す＞ 

    「カメラを探す」ボタンを押すと、ＧＰＳとカメラ機能（ＡＲ機能）を使って、風景画像に 

避難所等の方向を表示します。暗闇の中でも避難所やご自宅等の方向がわかるため安心です。 

また、一度検索した避難所データをスマートフォン内に保存するため、通信が遮断された状態

でもＡＲ機能は使用可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）各種災害に関する情報の通知 

   官公庁や自治体などがＬアラート○Ｒ を通じて発信する、現在地の避難勧告等の防災関連や 

気象関連の情報をリアルタイムにプッシュ通知でお知らせし、迅速な情報収集をサポートします。 

 

＜地図で探す＞ 
＜地図で探す＞ 

（ハザードマップ選択） ＜カメラで探す＞ 


